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要旨
　本稿では、筆者が参加したロンドン大学教育研修所における人文・社会科学
系国際FDについて報告する。国際FDの日程と講義内容について、また、そこ
から学んだこと、感じたこと、帰国してから実際に授業運営に活かしているこ
とについて記述する。５日間という短い期間であったが、様々な講義を受け、
参加者と議論し、授業見学、FDで学んだ方法を用いてのミニプレゼンテーショ
ンを体験して、千葉大学において、語学力や学部、学年等、背景の異なる学生
たちが共に学ぶ教室で、英語を媒介語として教える時の注意点や工夫のしかた
を十分に学ぶことができた。
Abstract
This is a report summarizing my experience of participating at a Faculty 
Development （FD） seminar focusing on the use of the English language as a medium of 
instruction, and organized by the Institute of Education （IOE）, University of London, 
in October 2013. First, I describe the schedule of the FD seminar. Secondly, I review 
the learning outcomes of the seminar. Although it was a 5-day programme, which was a 
rather short period, I had several opportunities to discuss about the subjects of lectures, 
observe classes taught in English, and try a newly learned teaching method during a 
mini-presentation. These experiences at IOE contributed to strengthening my ability to 
give instructions in English in classrooms where students from a variety of backgrounds 
learn together.
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１．はじめに
　千葉大学では、グローバル人材育成推進事業「スキップワイズ・プログラム」の一環と
して、教員の英語による教授法を向上させることを目的とした国際FD研修をロンドン大
学教育研究所にて実施している。これまでの実施状況は以下の通りである。
　［第１回］　平成25年３月11日～３月15日　生命科学・自然科学系教員12名
　［第２回］　平成25年10月28日～11月１日　人文・社会科学系教員10名
　［第３回］　平成26年３月３日～３月７日　生命科学・自然科学系教員３名
　　　　　　　（第３回は岡山大学の教員２名との合同プログラム）
筆者は、上記の第２回国際FDに参加した。本稿ではまず国際FDの概要を説明する。
そして、筆者が国際FDに参加して学んだこと、感じたこと、そこから授業運営に活かし
ていることを報告する。
２．H25年度人文・社会科学系国際FD概要
　本節では、第２回国際FDの期間、場所、参加者数および講義内容について記述する。
筆者が参加した本FDは学期中に実施されたが、期間の一部が千葉大学祭と重なったため、
普段の業務への影響は最小限に抑えられたと言えるかもしれない。
　・渡英期間：10月27日（日）～11月３日（日）
　・実施場所：Institute of Education, University of London（http://www.ioe.ac.uk/）
　・参加者数：10名（教育学部４名、法経学部２名、文学部１名、人文社会科学研究科１名、
　　　　　　　　　 普遍教育センター１名、国際教育センター１名）
　・国際FD時間割と講義内容：
　　 　講義は毎時間異なる講師により行われた。また、講義で学んだこと、考えたことは
初日に配布されたファイル「Chiba University Lecturers’ Course: Professional Development 
Portfolio」に記録していくよう指示された。１週間の時間割と各講義内容は以下の【表
１】のとおりである。
　【表１】国際FD時間割
10am – 1pm 2pm – 5pm
10/28 Welcome Introduction ①English Language
②Lecture purpose and structure
10/29 ③Teaching and learning technologies ④Discourse in English medium 　
　settings
10/30 ⑤Class observation 
⑥Personal tutorials
⑦Public speaking in English
⑧Visit to Foundling Museum
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10am – 1pm 2pm – 5pm
10/31 ⑨London excursion ⑩ Interactive pedagogy and teaching 
　methodology to adults through the 
　medium of English
11/1 ⑪ Interactive teaching in English ⑫Teaching ‘mini-classes’ to an invited 
　audience
①English Language
　英語と日本語の違いについて自由に発言した。語順の違いから、考えを言葉にするまで
のプロセスや、情報を得てそれを理解するまでのプロセスが違うこと、単語の単数・複数
形の有無や、‘l’と‘r’、‘c’と‘k’の発音の違いが授業内容の理解にどう影響するか
考えることで、講義をする時の注意点、工夫すべき点の新たな側面が見えた。授業での指
示を明確にするための具体的な英語による表現も学んだ。
②Lecture purpose and structure
　講義の目的とは何か考えた。様々な意見が出たが、特に、授業後の学生の自主自立学習
を促す講義をすることと、教科書から得られない講義テーマの概観を常に示すことが大切
であると思った。学生の好奇心を掻き立て自発的な学びを促したり、授業後の課題に取り
組みやすくしたりする工夫が、講義をする上で必要であると考えた。
③Teaching and learning technologies
　MoodleやPPT等、講義や学生指導に必要な基本的なプログラム、ソフトの使い方を学
んだ。すでに知っているものや千葉大学でも利用しているものがほとんどであったため、
少し物足りなさを感じた。
④Discourse in English medium settings
　‘World Englishes’や‘globalization’の概念について学び、英語を媒介語として教える
ことの意味、難しさ、必要な工夫等を考えた。
⑤Class observation 
　FD参加者それぞれが専門に近い分野の授業を見学した。見学後、ともに授業見学した
チューターと意見交換をした。筆者（社会言語学・語用語専門）は、オランダ人講師によ
る統語論の授業を見学する機会をいただいた。60人ほどの受講者のうち約半数が中国から
の留学生であると聞いた。学生が質問しやすい雰囲気の作り方や、前の授業や予習内容と
関連付けられた授業構成の立て方が非常に参考になった。普段、授業見学や教授法につい
て話し合う機会があまりないため、自身の教授法を振り返り、新たなアイディアを得ると
ともに、学生の様子を観察するよい機会となった。
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⑥Personal tutorials
　これまでの研修内容の簡単な振り返りと、今後の取り組みを相談する15分ほどの個別
チュートリアルであった。⑫で行うmini-classの内容についても相談でき、残りの時間は
mini-classの準備に活用した。
⑦Public speaking in English
　IOEに留学中の日本人学生２人を交えて、日本人学生の授業における自信構築のための
アクティビティーにはどのようなものがあるかアイディアを出し合った。
⑧Visit to Foundling Museum （http://www.foundlingmuseum.org.uk/）
　IOEにほど近い博物館を訪ね、IOE講師による説明を聞いた。
⑨London excursion
　IOE大学教員によるストライキのため授業が休講となり、代わりにロンドン散策の時間
となった。IOEから大英博物館、コベントガーデン、トラファルガースクエアー、バッキ
ンガム宮殿、ソーホー等をすべて徒歩で回り、よい気分転換になった。
⑩ Interactive pedagogy and teaching methodology to adults through the medium of English
　３時間の授業の中で、講義・ペアワーク・グループワーク・デモンストレーションと
いったあらゆる教室活動を体験した。題材が英国内の有名な観光地、建物であったり、
シェークスピア劇であったりと、イギリスならではの工夫もされていて、インタラクティ
ブな教授法を学ぶだけでなく教材の選び方も参考になった。授業において、教師としてレ
クチャラーとして何をすべきか非常に考えさせられる授業であったので、詳細は節を改め
て「３．国際FDへの参加所感」で記したい。
⑪ Interactive teaching in English
　よいプレゼンテーションの仕方を、実演を通して学んだ。FD参加者それぞれが即座に
考えた内容を教室の前に出て数回発表し、よいところ、悪いところをクラスメートと指摘
し合った。Presentingの際は話しながら歩かないこと、自分自身のジョークに笑わないこ
と、スクリーンに向かって話さないこと等、プレゼンテーションの最中にしてはいけない
ことを具体的に習った。
⑫Teaching ‘mini-classes’ to an invited audience
　ひとり15～20分程度のプレゼンテーションを行った。準備時間が十分になかったため内
容的には満足のいくものができなかったが、⑪で習ったプレゼンテーションの仕方を実際
に試せたという意味では、とても有意義な時間だったと思う。
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３．国際FDへの参加所感
　本節では、筆者が千葉大学で担当している英語による授業「異文化コミュニケーショ
ン」と、日英二言語による授業「異文化交流演習」の内容と特徴を説明した上で、国際
FDに参加して学んだこと、感じたことを振り返り、そこからFD後に実際に授業運営に活
かしていることを報告する。今回国際FDに参加して、自分自身が“英語で学ぶ”ことを
体験し、学生の立場で英語で授業を受けることの大変さを実感した。その経験を踏まえて
“英語で教える”際に心がけようと思ったことをここにまとめる。
３．１．担当授業
　「異文化コミュニケーション」「異文化交流演習」はともにスキップワイズ・プログラ
ム『国際日本学』の科目で、学部や学年、国籍、英語・日本語の語学力等の異なる学生が
履修している。前者の科目では、文化的背景の異なる者同士のコミュニケーションについ
て、様々な角度から考えることを、後者の科目では、日本の社会問題や年間行事、伝統芸
能を題材に多角的な視点から見て話し合い、新たな気づきや知識を得ることを主な目的と
している。筆者にとって両科目共通の授業運営の難しさは、英語母語話者ではない教員が
英語を用いて、様々な母語、語学力を持つ学生を対象に、専門科目ではない内容で、受講
者のそれぞれの期待やニーズに応える授業を展開していくことである。
３．２．ファシリテーターとして教員にできること
　本稿「２．H25年度人文・社会科学系国際FD概要」で、⑩ Interactive pedagogy and teaching 
methodology to adults through the medium of Englishの授業で、様々な教室活動を体験する貴
重な機会を得たことを報告した。また⑤Class observationで、教授法の新たなアイディア
を得るとともに、学生の様子を身近に観察し、自身の教授法を考え直すことができた。筆
者自身、留学経験はあるものの、もう１度学生に戻って“英語で学ぶ”ことを体験し、改
めて学生たちは自分のクラスで以下の【表２】で示すような教室活動に取り組んで英語を
使用しているのだと実感した。
　【表２】学生が取り組む主な教室活動
活動 内容
ひとりの作業 ・英語で講義を聞く
・英語の読み物を読む
・英語のスライドを見て理解する
ペアワーク及び
グループワーク
・英語で意見交換する
・英語で説明する
・英語で相手の言っていることを理解する
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活動 内容
デモンストレーシ
ョン及びプレゼン
テーション
・英語で PPT を作成する
・英語で実演する
　教室には英語が得意な学生、苦手な学生、英語が母語である学生、そして「異文化交流
演習」には英語よりむしろ日本語でのコミュニケーションを望む留学生もおり、英語によ
る上記の活動において学生たちをファシリテイトしていくことは、非常に難しいと感じる。
　また、同じく⑩ Interactive pedagogy and teaching methodology to adults through the medium 
of Englishの授業で、学生たちが上記のような教室活動を通して記憶にとどめておける学
習内容の割合を示した、以下の【表３】に示す一覧を提示された。
【表３】The numbers （which sometimes get cited differently） learners retain 
 approximately
Numbers （%） Activities
90 Teach someone else/use immediately
75 Practice by doing
50 Engaged in group discussion
30 Seeing demonstration
20 Learning from audio-visual
10 Learning from reading
5 Learning from lecture
　　　　　　　　　　　　　　　　　（www.psychotactics.com/blog/art-retain-learning/ より）
　英語に限らず、日本語による授業でも同じであろうが、視覚教材や読み物による理解、
また講義を聞くという受身になりがちな学習よりも、積極的に関われるディスカッション
や実習のほうが記憶に残りやすいことは、自らの経験からもわかるという人は少なくない
だろう。事前に準備することが可能な講義と比べ、学生の反応に合わせて柔軟に対応する
ことが必要なディスカッションや実演をファシリテイトすることは、慣れない英語を用い
ながらすることも合わせて考えると、やはり容易ではない。
　以上のことを踏まえ、英語母語話者ではない教員が英語を用いて、また様々な母語、語
学力を持つ学生を対象に、専門科目ではない内容の授業を効果的に行うには、以下の【表
４】に示すことを実行することが、学生の理解の助けにつながるのではないかと考える。
すべてがある意味当然のことであり、英語のみならず日本語による授業でも言えることで
あるが、この国際FDに参加する機会をいただき、“英語で学ぶ”ことを体験し、“英語で
教える”際には特に気をつけようと改めて思ったことである。
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【表４】ファシリテーターとして教員ができること
学生の理解を随時確認す
ること
授業見学をした際、「Is this okay so far?」「Do you see what’s happening 
here?」といった学生の理解を確認する表現をよく耳にした。授業を進
めることに集中するのではなく、学生とアイコンタクトを取りながら
授業の進度を調整していくことが大切であろう。
最初に授業の目的を明確
に伝え、最後に授業全体
の概観を示すこと
Icebreaking や Brainstorming の前後で、その日の授業の目的を明確
に伝えることで、授業のポイントが強調でき、また方向付けもしや
すくなり、学生たちの授業への取り組み方によい影響を与えると感
じた。また授業の最後に皆で話し合ったことを共にまとめることで、
授業後の学生の自主的な学習につながりやすいと考える。
授業の流れを示すこと 教員の使う「Okay.」「Right.」という言葉が話の区切りを示すサイ
ンとなり、思った以上に授業についていきやすくなると感じた。他
にも「Let’s move on to ~」「To sum up, ～」等のフレーズを用いて
Signpost していくことが授業を進める上で大切であろう。
自分の発言、学生の発言
を随時言い換えること
同じことを違った言い方で繰り返し言うことは、異なった専門、語
学力を持つ学生が履修するクラスでは特に有効であると感じた。
内容を関連付けること 自分の発言を前の授業で行ったこと、予習で学生が学んできてい
るはずのこと、あるいはその時に注目されている社会問題等、常
に何かと関連づけて説明をしていくことは、学生の記憶に残りや
すい授業内容になると感じた。このことは、国際 FD を通して一貫
して IOE の先生方が強調されていたことではないかと思う。「That 
question is related to…」「Do you remember…?」等のフレーズが実際
の授業でよく使われていた。
　国際FD参加後、上記を意識して授業を進めている。それが少しでも学生にとって、特
に英語が苦手な学生にもわかりやすく、英語による授業であるという妙な緊張感のない授
業となる一助になっていればと願う。
４．まとめ
　本稿では、人文・社会科学系国際FDの概要と、筆者が参加しての所感をまとめ、英語
による教授法を中心に、現在担当している授業の運営に活かしていることを報告した。自
身の教授法を振り返る時間が持てたこと、そしてFDで新しいアイディアを得ることがで
きたことに感謝したい。
